
平成30年度一般会計　予算調整状況

（単位：千円）

【総務費】 予算要求額 中間調整額 最終調整額 前年度当初予算額

1,357,320 1,218,602 1,246,155 1,349,297

対前年度当初予算比 100.59% 90.31% 92.36% －

主な増減理由

　○ESCO事業準備調査等事業

　○新元号対応システム改修事業
　　7,776千円　[情報政策課]

【最終調整段階で予定している主な新規事業】

▼体育施設整備事業のゼロ査定による減額

　○総合計画策定業務委託事業
　　11,331千円　[総合政策課]

△政策的判断による企画事業の増額

　○地域公共交通網形成計画策定事業
　　9,742千円　[総合政策課]

【中間調整段階で予定している主な新規事業】

▼防犯対策事業の精査による減額

などで合計　138,718千円の減額となっています

▼市民会館維持管理事業の精査による減額
などで、中間調整段階から合計27,553千円の増額
となりました

※　最終調整額は、市長査定が終了しすべての調整を終えた数字です。職員人件費はこの段階では一括計上していますが、
予算案では目的（款）別に計上されます。

中間調整段階（総務部長査定） 最終調整段階（市長査定）

▼企画事業の精査による減額 △政策的判断による地方創生推進交付金事業の増額

　○ESCO事業準備調査等事業
　　8,629千円　[総務課]

　○防犯灯LED化事業
　　3,024千円　[地域安全課]

　○地域公共交通網形成計画策定事業

　○防犯灯LED化事業

　○市立総合体育館リニューアル事業

　○新元号対応システム改修事業

　○市立総合体育館リニューアル事業
　　882千円　[スポーツ振興課]


